【症例】56歳女性

【主訴】持続する喘鳴・咳嗽

【病歴】約5年前より気管支喘息の診断を受けて吸入ステロイドを開始。当初はコン
トロールは良好であったが、この1年程度はコントロールが悪くなってきており、特
にこの3か月は調子が悪く、ステロイドの内服薬の併用を主治医から検討している旨
を伝えられた。

以前は、かぜを引いた後でコントロールが悪化することが多かったが、最近は気候が
乾燥したり、エアコンの乾いた空気が刺激になることが多い。今回、秋になり乾燥し
始め、2週間まえから断続的に喘鳴が出現し、β刺激薬の吸入とステロイドの全身投
与を受け、ひどどい喘鳴発作は軽快してきているが、息苦しさと咳嗽が持続し受信。

【現症】少し長く話すと咳嗽が出現。咳嗽に喘鳴が混じり息切れする。喀痰はほとん
ど混じらないか、切れにくい粘ちょうな喀痰が混じる。色はあまり濃くはない。呼気
と吸気はどちらもきつい感じがする。のどの渇きを感じる。乾燥肌で空気が乾燥する
と蕁麻疹も出現する。腰痛は軽度あり、だるい感じがする。目の疲れあり。下肢のつ
りもしばしば起こる。手足のほてり感あり。

身長：156cm　体重　62㎏

脈診：両側寸脈　滑　左尺脈　按じて無力　やや細

舌診：苔薄白　舌体：紅　舌下静脈：細 
